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過

聡

者

笹 H同 十 期 涌 営 盗 会
『こ

だ

ま

会
』
は

生
甲
斐
づ
く
り
の
先
導
師

（会
報
第
３２
号
二
～
五
頁
参
照
）

本
年
の
給
会
は
、

六
月

一
四
日
的
午
後
二

時
か
ら
横
浜
市
港
湾
労
働
会
館
４
階
大
会
議

室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
そ
は
降
る
小

雨
、

出
席
者
の
出
足
も
心
配
さ
れ
た
が
、

幸

い
定
刻
に
、

明
回
事
務
局
次
長
の
司
会
に
よ

り
始
ま
っ
た
。

司
会
よ
り
、

会
員
総
数
六
人

一
名
、

う
ち

出
席
者
五
三
名
、

委
任
状
四
〇
四
名
、

計
四

五
七
名
と
な
り
、

会
則
第
十
二
条
に
よ
り
会

員
総
数
の
三
分
の
一
を
越
す
の
で
、

総
会
が

成
立
し
た
旨
宣
言
さ
れ
た
。

先
ず
、

開
会
の
挨
拶
が
、

生
方
副
代
表
幹

事
か
ら
述
べ
ら
れ
た
。

こ
の
中
で
、

退
職
者

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
の
う
ち
、

健
康
面
、

特
に

心
の
面
、

精
神
の
安
定
の
重
要
性
を
説
か
れ
、

更
に

一
人
暮
し
老
人
の
対
策
を
重
視
す
る
よ

う
強
調
さ
れ
た
。

つ
い
で
、

こ
こ

一
年
間
に
物
故
さ
れ
た
会

員
、

四
名
に
対
し
、　

一
分
間
の
黙
と
う
を
棒

げ
た
。

〇

「代
表
幹
事
の
挨
拶
」
か
ら

児
玉
代
表
幹
事
が
次
の
趣
旨
の
挨
拶
を
さ

れ
た
。

昨
年
こ
だ
ま
会
創
立
十
周
年
記
念
行

事
と
し
て
、

記
合
式
典
と
記
念
誌
の
発
行
を

欄 時 議第, !磯
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ところ  横 浜市港湾労働会館

『加
入
の
お
す
す
め
、

と

会
費
納
入
ご
案
内
』

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」

へ
加
入
ご
希

望
の
方
に
は
、

規
約
　
入
会
申
込
書
、

会
費
振
込
用
紙
な
ど
お
送
り
し
ま
す
。

お
申
込
く
だ
さ
い
。

●
所

在

地

〒
狐

横
浜
市
中
区
本
町
四
の
三
七

神
奈
川
県
職
労
事
務
局
内

（３
Ｆ
分
室
）

「
退
職
者
こ
だ
ま
会
」
宛

（電
話
）
〇
四
五
（肌
と

一
一
一

（内
線
七
九
五
三
）

〇
四
五
（２‐２
と

三

七
九

●
振
替
口
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

普
通
預
金
田
座
番
号人

七
八

一
三
九

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
通
預
金
田
座
番
号

一
二
四
人
六
四
二

郵
便
振
替
口
座

○
〇
二
五
〇
十
九
十
六
六
五
人
○

会
費
関
係

的
入

〈
ム
金
　
な
し

０
終
身
会
費
　
二
五
、

な
お
、

年
会
費
三
、

あ
り
ま
す
。

○
○
○
円

○
○
○
円
も
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行
っ
た
。

今
後
は
、

今
迄
の
会
の
あ
り
方
を

基
盤
に
、

新
た
な
発
想
を
持
っ
て
、

進
ま
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

会
員
数
も
あ
と
十
致
名
の

加
入
で
、

七
〇
〇
名
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

会
員
は
健
康
を
大
切
に
し
て
頂
き
た
い
。

会

報
に
も
保
健
情
報
の
記
事
を
載
せ
て
い
る
の

で
、

役
立
た
せ
て
欲
し
い
。

国
や
県
は
財
政

難
に
よ
り
、

国
民

一
人
当
り
二
三
〇
万
円
に

も
及
ぶ
借
金
を
し
て
い
る
現
状
で
あ
り
、

今

後
の
高
齢
者
政
策
に
は
注
意
を
要
す
る
。　

一

方
、

こ
だ
ま
会
の
運
営
も
大
変
で
は
あ
る
が
、

後
の
人
た
ち
に
も
責
任
を
持
っ
た
会
で
あ
り

た
い
。

会
員
数
も
、

千
人
を
目
標
と
し
て
努

力
し
た
い
。

皆
様
の
協
力
を
願
い
た
い
。

○

「来
費
の
挨
拶
」
か
ら

県
職
労
　
中
原
中
央
執
行
委
員
長

一
〇
年
目
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
て
、

新

し
い
出
発
を
す
る
総
会
で
あ
る
。

神
奈
川
県

も
、

二
〇
年
ぶ
り
で
知
事
が
変
わ
っ
た
。

県

政
も
当
然
変
化
し
、

例
え
ば
、

新
神
奈
川
計

画
も
、

根
本
か
ら
見
直
さ
れ
て
い
る
。

県
職

労
も
来
年
は
、

五
〇
周
年
を
迎
え
記
念
誌
を

発
行
す
る
。

ご
協
力
を
願
い
た
い
。
こ
だ
ま

会
は
、

会
員
数
で
設
立
時
よ
り
三
〇
倍
に
発

展
し
た
。

現
職
時
代
の
立
場
を
越
え
て
創
っ

た
も
の
で
、

今
後
、

更
に
大
き
な
発
展
を
願

「ヽ′。続
い
て

横
浜
市
従
退
職
者
会
　
新
倉
事
務
局
長

神
奈
川
県
労
働
金
庫
　
理
事
長
代
理

よ
り
祝
辞
と
激
励
の
言
葉
が
よ
せ
ら
れ
た
。

議
事
に
入
る
に
先
立
ち
、

議
長
選

出
に
移
り
、

万
場

一
致
で
荒
井
太
郎

氏
を
議
長
に
選
出
す
る
。

０

一
九
九
四
年
（平
成
六
年
）度

経
過
報
告

和
国
事
務
局
次
長
か
ら
次
の
各
事

項
に
つ
い
て
、

朗
読
方
式
に
よ
り
詳

細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

０
当
会
会
員
入
会
状
況
と
加
入
へ
の

取
組
み

０
執
行
体
制
の
概
況

い
創
立

一
〇
周
年
記
念
行
事
の
実
施

０

「趣
味
の
会
」
の
充
実
と
対
応

的
会
報
の
発
行

内
全
労
済
の
取
扱
に
つ
い
て

０

一
九
九
四
年
（平
成
六
年
）度

収
支
決
算
報
告

同
じ
く
和
国
事
務
局
次
長
よ
り
、

収
支
決

算
書
に
も
と
づ
き
、

具
体
的
に
説
明
が
な
さ

れ
た
。

伸

一
九
九
四
年

（
平
成

六
年

）
度

監
査
報
告

船
橋
監
事
か
ら
四
月
二

一
日
監
査
の
結
果
、

収
支
証
拠
書
類
、

預
金
通
帳
等
に
つ
い
て
、

妥
当
に
執
行
さ
れ
て
い
る
旨
報
告
が
な
さ
れ

た
。以

上
０
０
０
に
つ
い
て
、　

一
括
採
択
の
結

）

呆
質
疑
も
な
く
、

拍
手
多
数
に
よ
り
承
認
さ

れ
た
。

例

一
九
九
五
年

（平
成
七
年
）
度

活
動
方
針

（事
業
計
画
）
栄

活
動
方
針
に
つ
い
て
、

青
木
事
務
局
長
が

議
案
に
沿

っ
て
、

左
の
項
目
順
に
説
明
さ
れ

た
。

０
創
立
一
〇
周
年
か
ら
の
飛
躍
を
求
め
て

い
総
務
企
画
委
員
会

的
趣
味
の
会
推
進
実
行
委
員
会

付
広
報
編
集
委
員
会

以
上
、

三
つ
の
委
員
会
の
設
置

口
会
員
加
入
対
策

内
執
行
体
制
の
充
実
と
補
充

口

「趣
味
の
会
」
の
充
実

内
会
報
発
行
の
恒
久
的
体
制
に
向
け
て

内
関
連
団
体
と
の
対
応

働

一
九
九
五

（平
成
七
年
）
度

収
支
予
算
書

（奏
）

に
積
立
全
会
計

一
九
九
五

（平
成
七
年
）
度

収
支
予
算
書

（奏
）

０
、

０
に
つ
い
て
青
木
事
務
局
長
よ
り
、

議
案
に
記
載
の
収
支
予
算
書

（案
）
に
つ
い

て
、

説
明
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
、

い
０
０
に
つ
い
て
一
括
採
択

が
行
わ
れ
た
が
、

質
疑
も
な
く
拍
手
多
数
を

も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

０
会
則
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

青
木
事
務
局
長
よ
り
、

会
則
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
、

理
由
を
説
明
し
提
案
が
な
さ
れ

た
。

第
８
条
０
　
幹
事
　
若
干
名

０
　
監
査
　
２
　
名

な
お
、

（中
略
）
中
央
執
行
委

員
１
名
を
幹
事
に
加
え
る
。

改
正

第
８
条
的
　
幹
事
　
若
干
名

（県
職
労
中
央
執
行
委
員
１
名
を

―  i

報告に聞き入る会員
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加
え
る
。）

０
　
監
査
　
２
　
名

な
お
、

必
要
に
応
じ
相
談
役
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
１３
条
　
幹
事
会
は
幹
事
２
分
の
１
以
上
の

出
席
で
、

次
の
事
項
を
審
議
す
る
。

改
正

第
１３
条
　
幹
事
会
は
幹
事
２
分
の
１

（委
任

状
を
含
む
）
以
上
の
出
席
で
、

次
の

事
項
を
審
議
す
る
。

（附
則
）

平
成
５
年
６
月
２８
日
一
部
改
正

但
し
、

第
６
条

（会
費
）
に
つ
い
て
は
、

平
成
６
年
度
か
ら
施
行
す
る
。

改
正

（附
則
）

）

平
成
５
年
６
月
２８
日

一
部
改
正

平
成
７
年
６
月
１４
日

一
部
改
正

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

拍
手
多
数
を
持
っ

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。

０
役
員
の
改
選
に
つ
い
て

青
木
事
務
局
長
よ
り
、

新
役
員
の
候
補
に

つ
い
て
推
選
の
経
過
の
説
明
と
、　

一
九
名
の

候
補
者
名
発
表
が
あ
り
、

拍
手
多
数
で
承
認

さ
れ
た
。

暫
時
休
憩
後
、

退
職
さ
れ
た
役
員
に
謝
意

を
表
す
る
と
同
時
に
、

新
役
員
互
選
に
よ
る

役
職
が
発
表
さ
れ

一
人
ひ
と
り
紹
介
さ
れ
た
。

役
職
名
　
　
　
氏
　
名
　
　
　
一副
役
職

代

表

幹

事
　
鈴
木
志
げ
子
　
副
代
表
幹
事

副
代
表
幹
事
　
生
方
武
羅
夫
　
　
　
ク

ク
　
　
　
加
藤
　
利
秋
　
　
　
ク

松
村
　
　
邦
　
幹
　
　
　
事

事

務

局

長

事
務
局
次
長事

監

査

青
木
　
　
武

山序
　
　
一
衛

明
田
　
剛

一

和
田
　
武
雄

小
野
田
ふ
で
子

本
村
　
武
子

船
橋
ま
さ
子

新
井
　
通
子

鈴
木
　
一二
郎

川
井
　
弘
次

米
山
　
東
伊

並
木
ま
り
子

上
野
多
恵
子

十
里
答
田
宮
士
一

月
玉
欣

一
郎

事
務
局
長

新

　
　

任

事
務
局
次
長

県
職
労
幹
事

監

　

　

査

新
　
　
　
任

代

表

幹

事

幹相

談 ク

役

こ
こ
で
議
長
総
会
議
事
進
行
の
協
力
を
計

し
て
降
壇
、

司
会
よ
り
議
長
に
対
し
て
、

お

礼
の
こ
と
ば
を
申
し
上
げ
、

全
員
で
拍
手
を

送
っ
た
。

閉
会
の
こ
と
ば
は
、

加
藤
副
代
表
幹
事
よ

り
述
べ
ら
れ
た
。　

一
人
は
っ
ち
を
無
く
そ
う
、

会
員
相
互
の
親
交
を
深
め
よ
う
、

鈴
木
新
代

表
幹
事
を
中
心
に
頑
張
ろ
う
、

と
締
め
く
く

り
無
事
閉
会
し
た
。

総
会
終
了
後
、

会
場
を

一
階
食
堂

「
か
も

め
」
に
移
し
、

楽
し
い
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

新 監 幹

任 査 事

た
。

冒
頭
、

鈴
木
新
代
表
幹
事
よ
り
就
任
に

当
っ
て
の
挨
拶
が
あ
り
、　

一
同
飲
物
で
喉
を

潤
し
な
が
ら
隣
席
の
者
同
士
、

ま
た
席
を
廻

り
な
が
ら
旧
知
の
友
人
と
親
交
を
深
め
た
。

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
近
況
報
告
等
自
己
紹
介
を

し
、

退
職
者
で
あ
る
と
の
事
を
か
み
締
め
、

大
勢
の
仲
間
が
居
る
と
い
う
感
慨
を
新
た
に

し
て
お
開
き
と
な
っ
た
。

0・

ヤ

ご

あ

い

き

つ

六
月
二
四
日
の
第

一
一
回
総
会
で
、

代
表
幹

事
児
王
欣

一
郎
氏
か
ら
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
を
受
け

ま
し
て
か
ら
、

早
や
ニ
ケ
月
た
ち
ま
し
た
。

今
回
、

選
任
さ
れ
た
役
員
や
有
能
な
事
務
局

の
ス
タ
ッ
フ
に
囲
ま
れ
て
凡
才
の
私
で
も
お
役

に
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
と
、

お
受
け
し
た
次
第

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

現
在
、「

こ
だ
ま
会
」

で
は
総
会
で
承
認
を

得
た
、
「総
務
企
画
」

「
趣
味
岩
広
報
編
集
」

代
表
幹
事
　
鈴
　
木
　
志
げ
子

の
三
委
員
会
を
八
月
か
ら
発
足
さ
せ
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
三
委
員
会
で
は
情
報

の
提
供
、

会
貝
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、

会
員
増
加

対
策
、

趣
味
の
会
の
充
実
な
ど
を
、

そ
れ
ぞ
れ

分
担
し
取
り
組
ん
で
ゆ
く
べ
く
役
員

一
同
は
張

り
き
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
を
と
り
ま
く
情
勢
は
き
び
し
く
、

経

済
、

健
康
問
題
な
ど
不
安
な
こ
と
が
多
い
日
々

で
す
が
、

私
達
は

「老
い
」
を
受
け
入
れ
て
も

く
じ
け
る
こ
と
な
く
前
向
き
に
進
ん
で
参
り
ま

し
ょ
う
。
こ
の

「
こ
だ
ま
会
」
が
皆
様
の
心
の

拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
お
役
に
立
つ
よ
う
、

な
お

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期親会の盛況
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当
会
の
生
甲
斐
づ
く
り
の
中
心
的
事

業
で
あ
る

「趣
味
の
会
」
の
既
存
部
会

の
改
善
と
今
後
の
充
実
進
展
と
、

新
た

な
部
会
の
発
掘
を
審
議
す
る

「趣
味
の

会
推
進
実
行
委
員
会
」
が
発
足
し
、

年

度
内
の
審
議
と
こ
れ
に
基
づ
く
答
申
を

期
待
し
た
い
。

六
月
以
降
実
施
さ
れ
た
も
の
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

①
歴
史
教
室

（第
二
二
回
）

と
　
き
　
平
成
七
年
人
月
三
国
内

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　
歴
史
女
人
シ
リ
ー
ズ

「天
下
の
尼
将
軍
」

北
条
　
政
子

謡
　
演
　
特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

参
加
者
　
一一一人
名

こ
こ
で
は
、

北
条
政
子
の
数
奇
の
流

転
の
人
生
の
中
で
女
性
な
ら
で
は
の
悲

京
、

そ
し
て
頼
朝
の
終
生
な
お
ら
ぬ
浮

気
の
裏
話
な
ど
か
く
さ
れ
た
話
題
な
ど

提
供
さ
れ
た
歴
史
教
室
で
あ
っ
た
。

○
歴
史
散
歩
の
会

（第

一
二
回
）

と
　
き
　
平
成
七
年

一
〇
月
四
日
的

と
こ
ろ
　
県
立
歴
史
博
物
館

（午
前
）

横
浜
市
歴
史
博
物
館
（午
後
）

現
地
解
説
　
荒
井
太
郎
氏

①
歴
史
教
室

（第
二
三
回
）

と
　
き
　
一
一
月
九
日
内

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　
戦
国
武
将
と
梅
干

「昔
は
人
生
五
十
年
」
と
い
わ
れ
た

が
、

戦
国
武
将
の
中
に
は
大
変
な
長
寿

者
が
い
た
。

そ
の
居
城
に
は
不
思
議
に

も
梅
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

が
多
い
。

小
田
原
の
北
条
早
雲
は
享
年

八
八
才
、

そ
の
二
男
長
網
は
九
七
才
、

水
戸
黄
円
の
徳
川
光
囲
は
七
二
オ
、

テ

レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
吉
宗
の
父
光
貞
は

人
○
オ
と
、

い
づ
れ
も
長
寿
で
、

そ
の

一

居
城
は
梅
の
栽
培
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
―
―
こ
と
な
ど
面
白
い
話
題

を
提
供
。

（第
八
回
）

○
皇
女
和
宮
降
嫁
の
み
ち
巡
り

・
ポ
イ
ン
ト
…
江
戸
時
代
の
面
影
を
色

濃
く
残
す
中
山
道
を
始
め
和
官
が
京

都
か
ら
江
戸
へ
と
向
わ
れ
た
美
濃
路
、

中
山
道
、

瑞
浪
路
を
た
ず
ね
る
。

和
宮
が
詠
ま
れ
た

「住
み
馴
れ
し
都

路
出
で
て
け
ふ
い
く
ひ
い
そ
ぐ
と
も

つ
ら
き
東
路
へ
の
た
び
」
を
偲
ん
で

と
　
き
　
一
一
月
二
日
内
～
三
日
０

コ
ー

ス

（第

一
日
目
）
横
浜
～
町
田
～
相
模
原

～
中
央
高
速
～
美
濃
新

長
谷
寺
～
美
濃

・
卯
建

町
並
み
～
も
み
じ
谷
～

長
良
川
温
泉

（泊
）

（第
二
日
目
）
長
良
川
～
瑞
浪

・
弁
財

天
地
…
琵
琶
峠
、

石
畳

・
大
漱
宿

（古
い
家
並

み
見
物
）
～
馬
籠
宿
～

中
央
高
速
～
相
模
原
～

町
田
～
横
浜

（第
九
回
）

○
明
春

「旅
行
の
会
」
と

「歴
史

散
歩
の
会
」
合
同
―

と
　
き
　
四
月
上
中
旬

テ
ー
マ
　
南
北
朝
、

史
跡
め
ぐ
り

コ
ー
ス
　
花
の
吉
野
山
、

笠
置
山
、

千

早
城
跡
、

伊
賀
、

柳
生
の
里

め
ぐ
り

と
　
き
　
一
一
月
二
二
日
∞

コ
ー
ス
　
奏
野

（小
田
急
駅
）
―
震
生

湖
を
経
て
渋
沢
丘
陵
を
丹
沢

運
峯
を
眺
望
し
乍
ら
Ｊ
Ｒ
御

殿
場
線
、

上
大
井
駅
へ
至
る
。

と
　
き
　
一ハ
月
二
四
日
働

と
こ
ろ
　
江
の
島

「か
な
が
わ
女
性
セ

ン
タ

ー
」

講
　
師
　
飯
塚
武
弘
氏

（県
立
厚
木
病

院
調
理
師
・壮
年
部
副
部
長
）

テ
ー
マ
　

「
天
ぶ
ら
に
挑
戦
」

前
回
と
同
様
、

県
職
労
壮
年
部
主
催

の

「男
の
料
理
教
室
」
に
希
望
会
員
を

（徳郵陰松は縦齢腔知訪駅連ブ、碑叶“噂朝斬増で
）
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参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
お
願
い

し
た
。「プ

ロ
の
か
く
し
ワ
ザ
を
学
ん
で
、

美
し
い
天
ぶ
ら
」
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
。

一
流
店
の

クお
座
敷
天
ぶ
ら
″
は
客
の

見
て
い
な
い
所
で
ジ
ッ
ク
リ
時
間
を
か

け
揚
け
種
を
し
こ
ん
で
い
る
～
隠
さ
れ

た
板
前
の
コ
ツ
と
心
く
ば
り
を
知
っ
た
。

一
月

一
人
日
ω

一
〇
～
一
二
時

と
こ
ろ
　
横
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

４
Ｆ
ホ
ー
ル
（桜
木
町
駅
前
）

材
料
費
　
五
〇
〇
円

テ
ー

マ

ω
成
人
病
予
防
の
中
医
理
論
と
業
膳

０

「葉
膳
料
理
」
に
つ
い
て

○
新
年
初
畿
の
つ
ど

い

日
　
時
　
平
成
八
年

一
月
二

十
日
側

一
一
時
十

一
五
時

場
　
所
　
鎌
倉
芸
術
館
和
室

（鎌
倉
市

大
船
松
竹
撮
影
所
隣
り
）

△
云　
費
　
五
十
円

（花
所
望
の
お
点
前

と
昼
食
を
い
た
だ
き
ま
す
。）

〈
一　
主
　
表
千
家
流
松
楽
会

鈴
木
宗
心

（志
げ
子
）

お
茶
を
や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も

初
心
の
方
も
気
楽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

参
加
希
望
の
方
は

一
ケ
月
前
ま
で
に
事

務
局
に
ハ
ガ
キ
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

前
述
の
部
会
以
外
に
ご
希
望
の
部
会

（例
え
ば
、

俳
句
、

映
画

・
演
劇
観
賞
、

宝
く
じ
を
楽
し
む
会
、

手
芸
な
ど
）
が

あ
り
ま
し
た
ら
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
指
導
し
て
い
た

だ
け
る
方
が
あ
れ
ば
、

よ
り
幸
い
で
す
。

比例の関係

韮
早
五
円
膨
嫁
枢
哨

えヽ

血
圧
は
下
が

る

厚生省調査

一
日

一
万
歩
以

上
を

歩
く

人

は
、

健
康

的
―

―

厚

生
省

が
ま

と

め
た
調
査

結

果

で
、

こ
ん
な

傾
向

が

明

ら
か

に
な

っ
た
。

活

発

に
よ

く

人

ほ
ど
、

動
脈

殖
化

な

ど
を

防

ぐ

″
幸

五

ヨ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
″

の
値

も
高

く
、

血

圧

も
総
じ
て
低

い
こ
と
が
判
明
。

経
験
的
に
い
わ
れ
て
き
た

「歩

く
効
用
」
が
、

科
学
的
に
裏
付

け
ら
れ
た
。

こ
の
万
方
計
調
査
は
、
「平
成

元
年
国
民
栄
養
調
査
」
の

一
環

と
し
て
初
め
て
取
り
入
れ
た
も

の
で
、

三
十
歳
以
上
の
約
七
千

五
百
人
が
対
象
。

実
際
に
万
歩

計
を

つ
け
て
歩
数
を
調
べ
、

あ

わ
せ
て
血
圧
や
血
液
検
査
も
実

施
、

結
果
を
ま
と
め
た
。

一
日

一
万
歩
以
上
歩
く
人
は

∞
―

∞
！

００

２

男

　

女

全
体
の

一
六

二

一％
で
、

ほ
ほ

六
人
に

一
人
。

男
性
は
二

一

四
％
で
五
人
に
二
人
、

女
性
は

一
二
　
〇
％
で
八
人
に

一
人
の

割
合
。

そ
の
反
面
、

二
千
歩
に

も
満
た
な
い
人
が
九
　
四
％
も
。

こ
の
調
査
で
、　

一
日
の
歩
数

は
Ｈ
Ｄ
Ｌ
Ｉ

ヨ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
の
関
連
を
調
べ
た
結
果
、
「歩

く
」
効
用
が
く

っ
き
り
。

Ｈ
Ｄ
Ｌ
Ｉ
占

レ
ス
テ
ロ
ー
ル

は
、

血
管
内
の
余
分
を
脂
肪
分

な
ど
を
肝
臓
に
通
び
、

動
脈
硬

化
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
か
ら
、

書

エ

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
呼
ば
れ

る
。

正
付
値
は
、

五
〇
か
ら
七

〇
ド
　
ウ
ラ／

遡
、

多
い
の
は
問

題
な
い
が
、

四
〇
以
下
は
要
と

意
と
い
う
。

調
査
結
果
で
は
、

男
性
の
平

均
は
五
〇
　
四
、

女
性
が
五
五

九
。

二
千
歩
未
満
の
男
性
は

四
七
　
六
、

女
性
五
三
　
七
だ

が
、

歩
数
に
比
例
し
、

コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
量
も
増
え
、　

一
万
本

以
上
は
、

男
性
五
三
　
人
、

女

性
五
九
　
人
に
も
。

歩
数
は
血
圧
に
も
相
関
関
係

が
あ

っ
た
。

例
え
ば
二
千
歩
未

荷
の
人
が
、

最
高
百
四
十
、

最

低
八
十
と
や
や
高
圧
血
気
味
を

の
に
対
し
、　

一
万
歩
以
上
の
人

は
最
高
百
三
十
、

最
低
八
十
と

最
高
血
圧
が
さ
が
っ
て
い
る
。

口
＝
＝
＝
出
田
凹
７３

”琢
賜
吻
里
露
物
吻
密
欧
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戦

時

中

の

厚

生

年

金

は

ど

う

な

り

ま

す

か

Ｑ
　
現
在
、

退
職
共
済
年
金
を
受
け
て

い
ま
す
。

戦
争
中
の
昭
和
１８
年
か
ら
終

戦
ま
で
２
年
ほ
ど
横
浜

・
鶴
見
の
軍
需

工
場
に
働
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
間
厚

生
年
金
を
掛
け
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
ま
す
が
年
全
手
帳
も
な
く
そ
の
工

場
も
今
ど
う
な
っ
て
い
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。

厚
生
年
全
を
掛
け
て
い
た
と
す

れ
ば
そ
の
年
全
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　
　

　

　
　

　

（ワ
歳

・
女
）

短

い

期

間

で

も

年

金

が

支

給

さ

れ

ま

す

Ａ
　
女
性
が
年
金
制
度
に
加
入
し
た
の

は
、

厚
生
年
金
保
険
制
度
が
で
き
た
昭

和
１９
年
１０
月

（男
子
の
う
ち
現
場
労
働

者
は
１７
年
６
月
か
ら
、

そ
の
他
事
務
系

労
働
者
な
ど
は
１９
年
１０
月
以
降
加
入
）

以
降
で
す
。

学
生
の
勤
労
動
員
は
除
外

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
徴
用
な
ど
の
場
合

も
加
入
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

あ
な

た
の
場
合
も
厚
生
年
金
に
１９
年
１０
月
か

ら
終
戦
の
２０
年
８
月
ま
で
１０
か
月
ほ
ど

加
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

退
職
共
済
年
金
を
す
で
に
受
け
ら
れ
て

お
ら
れ
ま
す
の
で
年
金
の
受
給
要
件
を

満
た
し
て
お
り
、

加
入
期
間
が
１
年
以

上
あ
る
と
き
は
６０
歳
か
ら
老
齢
厚
生
年

金
が
、
１
月
以
上
１
年
未
満
の
と
き
は

６５
歳
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

女
性
の
場

合
は
脱
退

一
時
金
を
受
け
て
い
る
場
合

も
あ
り
、

そ
の
時
は
年
金
に
加
算
さ
れ

ま
せ
ん
が
、

１０
か
月
で
は
当
時
の
脱
退

一
時
金
の
受
給
要
件
加
入
期
間

（２
年

以
上
）
に
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
受
け
て

い
な
い
で
し
ょ
う
。

現
行
の
制
度
で
は

年
金
と
し
て
６５
歳
に
遡
及
し
て
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

金
額
は
少
な

い

（年
額
３
～
４
万
円
程
度
か
）
と
思

い
ま
す
が
、

こ
れ
も
立
派
な
権
利
で
あ

り
、

年
金
制
度
を
理
解
す
る
う
え
で
勉

強
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
社
会
保

険
事
務
所
に
請
求
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

退
職
共
済
年
金
を
受
け
て
い

る
人
で
、

厚
生
年
金
な
ど
他
の
公
的
年

金
に
過
去
に
加
入
し
た
期
間
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
受
け
ら
れ
な
い
と
思
い

込
み
、

請
求
も
れ
と
な
っ
て
い
る
人
が

か
な
り
い
ま
す
。

面
倒
く
さ
い
、

よ
く

わ
か
ら
な
い
、

た
い
し
た
額
で
は
な
い

な
ど
と
い
わ
ず
に
、　

一
度
ご
自
分
の
年

金
チ
エ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

厚
生
年
金
、

国
民
年
金
の
加
入
期
間

の
確
認
や
請
求
の
仕
方
な
ど
最
寄
り
の

社
会
保
険
事
務
所
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で

教
え
て
く
れ
ま
す
。

記
憶
が
曖
味
で
も

当
時
の
事
業
所
の
名
称
、

所
在
地

（市

区
ぐ
ら
い
わ
か
れ
ば
良
い
）
、

お
よ

そ
そ
の
働
い
た
期
間
、

氏
名

（結
婚
し

て
姓
が
変
わ
っ
た
人
は
当
時
の
姓
）
、

生
年
月
日
を
申
出
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

運
が
よ
け
れ
ば
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が

一

発
で
深
し
だ
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

社
会
保
険
事
務
所
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
は
た
い
へ
ん
混
ん
で
い
ま
す
の
で
、

次
の
と
こ
ろ
も
ご
利
用
下
さ
い
。

●
神
奈
川
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

横
浜
市
西
区
２
１
・４
１
‐７

万
里
橋
ビ
ル
３
Ｆ

な
お
、

相
談
に
行
か
れ
る
と
き
は
、

受
け
て
い
る
年
金
証
書
、

印
鑑
を
持
参

し
て
下
さ
い
。

年

金

財

政

は

ど

う

な

っ
て

る

の

「お
役
人
は
い
い
で
す
ね
、

年
金
た

く
さ
ん
賞

っ
て
悠
々
自
道
で
す
か
。」

と
よ
く
い
わ
れ
る
。

新
法

（昭
和
６２
年

４
月
以
降
）
で
は
厚
生
年
金
と
か
わ
ら

な
く
な
り
、

本
人
は
悠
々
自
道
と
は
と

て
も
言
え
な
い
。

仲
間
う
ち
に
な
れ
ば

「長
い
間
、

高
い
保
険
料
を
払
っ
て
き

た
の
だ
か
ら
当
然
、少

な
い
く
ら
い
だ
」

な
ど
と
言
い
合
っ
て
い
る
。

年
金
制
度

は
積
立
方
式
だ
か
ら
、

高
い
保
険
料
を

長
く
払

っ
た
人
ほ
ど
、

高
い
年
金
を
う

け
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

現
実
の
公
的
年
金
財
政
は

積
立
て
方
式
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
の
、

今
は
パ
ン
ク
し
て
賦
課
方
式
に
移
行
し

て
き
て
い
る
。

「
日
本
の
年
金
の
財
政
方
式
は
積
立

方
式
で
あ
り
、

こ
の
方
式
は
多
く
積
み

立
て
た
者
が
多
く
受
け
取
る
と
い
う
格

差
を
生
み
だ
し
て
い
る
。

だ
が
、

各
人

の
積
立
額
が
年
金
額
の
２０
％
～
３０
％
し

か
賄
え
な
く
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、

こ
の
格
差
は
高
所
得
層
ほ
ど
無
償
の
配

分
が
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

全
く

不
合
理
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

と
１

（高
齢
化
社
会
は
こ
う
す
れ
ば
支
え
ら

れ
る
と

と
い
う
。

す
る
と
、

月
額
２０

万
円
の
年
金
受
給
者
は
そ
の
う
ち
２５
％

が
保
険
料
の
積
立
て

（使
用
者
負
担
、

利
息
を
含
め
て
）
で
賄
わ
れ
た
と
す
る

と
、

国
庫
負
担

（現
行
は
基
礎
年
金
部

分
の
３
分
の
１
）
を
加
え
た
７
万
円
あ

ま
り
が
宿
立
て
方
式
に
よ
る
年
金
額
で

あ
る
。

残
り
の
１３
万
円
弱
が
後
世
代
の

保
険
料
な
ど
他
人
様
の
負
担
に
な
っ
て

い
る
勘
定
だ
。

国
民
年
金
が
４０
年
掛
け

６５
歳
か
ら
月
額
６
万
５
千
円
だ
か
ら
２

人
分
に
も
な
る
。

社
会
保
障
と
い
わ
れ

る
年
金
制
度
で
、

逆
様
の
所
得
の
再
配

分
が
行
わ
れ
高
所
得
層
な
ど
後
世
代
な

ど
に
社
会
的
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
わ
け
だ
。

そ
れ
で
は
本
当
の

社
会
保
障
と
し
て
の
年
金
制
度
は
ど
う

あ
る
べ
き
な
の
か
。

年
金
制
度
の

一
元

化
が
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

こ
う
し
た
矛

盾
を
か
か
え
た
ま
ま
で
は
単
に
財
政
が

パ
ン
ク
し
た
制
度
を
他
の
制
度
の
財
源

と
取
り
繕
う
も
の
と
な
る
だ
け
だ
ろ
う
。

（文
責

・
山
口
順
久
）

（参
考
）

「高
齢
化
社
会
は
こ
う
す
れ
ば

支
え
ら
れ
る
」

都
留
文
科
大
学
教
授
　
川
上
則
道
著

あ
け
び
書
房
　
２
３
０
０
円
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年 代 人賀女 10   20((   50   100  20o  300 計

明    治 2

大正元～ 9

ク 10～ 15

口召本日1-9

ク 10カー19

ク 20-V37 7

□ 男 1497名)□ 女 (176名)総 数673名

こ
だ
ま
会
の
年
代
構
成

明
治
生
ま
れ
の
長
寿
の
方

２
名

事
務
局
で
、

会
員
の
生
年
月
日
別
の
構
成
が
調
査
さ
れ

ま
し
た
。

本
当
に
御
苦
労
様
。

構
成
は
左
図
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

会
員
総
数
六
七
三
名
で
、

平
年
年
齢
六
五

・
四
才
、

男
女
比
は
３
対
１
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。

な
お

こ
だ
ま
会
は
結
成

一
一
年
目
で
す
か
ら
昭
和

一
ケ
タ
生
ま

れ
の
方
が
中
心
で
多
く
な

っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

1995 8年代別構成図

新
設
各
委
員
会
の
構
成
と

去
る
六
月

一
四
日
間
会
さ
れ
た

第

一
一
回
通
常
結
会
に
於
て
、

本

認
を
得
た
標
記
事
項
に
つ
い
て
は
、

別
表
の
と
お
リ

エ
つ
の
委
貝
公
を

設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
、

役
貞
と

一

般
会
員
の
中
か
ら
若
ｒ
名
に
委
任

し
て
、

事
業
内
容
の
検
討
を
願
っ

て
い
る
。

●
総
務
企
画
委
員
会

役
員
人
材
の
発
冊
＝
選

会
員
の
増
加
対
策

財
政
基
盤
の
整
備
充
実

関
係
団
体
と
の
接
渉

の
趣
味
の
会
推
進
実
行
委
員
会

現
在
あ
る
部
会
の
拡
充
改
革

必
要
部
会
の
設
置

退
職
者
和
■
の
交
流

●
広
報
編
集
委
員
会

幅
広
い
情
報
収
集

弾
力
性
あ
る
企
両

専
門
分
野
の
充
実

恒
久
体
制
の
確
立

こ
だ
ま
会
各
委
員
会
分
担

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

Ｏ
稲
務
企
画
委
員
会

鈴
木
二
郎
（座
長
）幹

　

　

事

生
方
武
羅
夫
　
　
副
代
表
幹
事

川
井
弘
次
　
　
　
幹
　
　
　
事

新
井
通
子
　
　
　
幹
　
　
　
事

小
野
田
ネ
で
子
　
幹
　
　
　
事

他
に
代
表
杵
手
、

事
務
局
工
名

●
趣
味
の
会
委
員
会

古
生品
一口■
　
・咋
と
監
　
　
　
本

体
村
　
邦
　
　
　
刷
代
表
幹
事

米
山
束
伊
　
　
　
幹
　
　
　
事

上
野
多
忠
子
　
　
監
　
　
　
本

和
凹
武
雄
　
　
　
事
務
局
次
長

船
橋
ま
さ
子
　
　
幹
　
　
　
事

小
川
　
茂
　

　

〈ム
ーｉｔ

話

人

阿
部
光
世
　

　

〈ム
世

話

人

他
に
代
表
幹
事
、

事
務
局
二
名

Ｏ
広
報
編
集
委
員
会

木
村
武
子
（座
長
）幹
　
　
　
事

明
□
剛

一　
　
　
　
　
ク

加
藤
利
秋
　
　
　
　
　
ク

児
玉
欣

一
郎
　
　
相
　
談
　
役

山
口
順
久
　
　
　
年
金
専
門
家

他
に
代
表
幹
事
、

事
務
局
二
名

三
月

十
九

日
本
紙

の

一
面
記

事

を
見

て
鷺

い
た

の
は
私
だ

け

で
し

ょ
う

か
。
「
私

の
戦
争
指
導

に
加

わ

っ
て
任
を

果
た
し
た
功

績

と
労

を
賞
す

る
」

と

い
う
意

味

の
勅

語

が
、

東
条
英
機

元
古

利

に
出

さ
れ

て

い
た
と

い
う

の

で
す
。

今

ま

で
昭
和

天
生

は
平
和
主

義
者

で
あ

り
、

戦
争
責
任

は
な

か

っ
た
と

さ
れ

て
き

ま

し
た
。

東
京

技

判

で
も
裁

か
れ
な

か

っ

た

に
ど

で
す

。

天
■

に
責

任
が

あ

る
と

い
う

人
た
ち

を
悟

む
瓜

潮

さ
え

あ
り

ま
し
た
。

こ
の
米
古

佃

年
資

料

は
国
民

の
日
を

開
か

せ
た
と

思

い
ま
す

。

天
卑

の
た
め

に
死

ぬ

こ

と
は
最
高

の
名
者

と

思
わ

さ
れ
、

多

く

の
兵

ｉ

や
学
徒

が
死

ん

で

い

っ
た

こ
と

に
対

し

て
、

一
言

の
お
わ
び

の
言
葉

も
あ
り
ま

せ
ん

で
し

た
。一

九

四
五
年

一月
、

近

衛
文
店

元
首
柚

が

和
平
交
渉
を

と
進

キ

し
た

の
に
対

し

て
　

も

う

一
度
戦

果
を
ェ

げ

て
か

ら

で
な

い
と
難

し

い
と
開

か
れ
な

か

っ
た
そ
う

で
す
。

も

し

こ

の
時

に
、

進

言
を
受

け
止

め

て

い
れ
ば

、
あ

の
悲
惨

な
空
奨

や
原
爆

壮

下
は
な
か

っ
た

は

ず
と
思
う
と

、
残

念

で
な
り
ま

せ
ん
。

（
Ｈ
フ

３

２７
毎

日
新
聞

み
ん
な

の
広
場

）

昭和天皇の戦争資料に思う
無職  A H子  78(奈 史県香芝市)
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●

一
日
に
三
回
、

食
前
や
食
後
に
飲
む
理
由
は
●

血
波
は
、

三
分
間
と
い
う
か
な
り
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
、

全
身
を
ひ
と
回
り
し
て
い

ま
す
。

み
な
さ
ん
、

よ
く
勘
違
い
さ
れ
る
の
で

す
が
、

た
と
え
ば
頭
が
痛
い
と
き
は
頭
病

薬
を
の
む
と
、

飲
ん
だ
ク
ス
リ
が
そ
の
ま

ま
頭
に
い
っ
て
効
く
と
お
も
わ
れ
て
い
る

★
病
気
に
な
っ
た
と
き
、

ク
ス
リ
は
か

ら
だ
を
健
康
に
も
ど
す
、

大
切
な
も

の
で
す
。

★
し
か
し

一
方
〈ク
ス
リ
は
毒
で
あ
る
〉

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

副
作
用
が
な

け
れ
ば
ク
ス
リ
に
は
な
ら
な
い
の
で

す
。

そ
し
て
、

そ
の
作
用
と
副
作
用

を
う
ま
く
使
い
わ
け
な
が
ら
病
気
を

治
す
た
め
に
使
う
の
で
す
。

☆
使
い
方
を
あ
や
ま
っ
た
た
め
、

過
去

に
は
何
回
か
、

深
刻
な
副
作
用
や
、

薬
害
の
事
故
も
起
こ
り
ま
し
た
。

★
ク
ス
リ
ヘ
の
不
信
が
多
い
こ
の
ご
ろ

で
す
。
ク
ス
リ
を
も
っ
と
よ
く
知
っ

て
、

理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

そ
の
た
め
に
原
点
に
か
え
っ
て
、

ク

ス
リ
に
つ
い
て
の
疑
間
や
正
し
い
つ

き
合
い
方
、

こ
れ
か
ら
の
ク
ス
リ
に

つ
い
て
な
ど
を
、

考
え
て
み
ま
し
た

よ
う
で
す
ね
。

で
も
血
液
の
中
に
入
っ
た

ク
ス
リ
は
、

頭
だ
け
で
は
な
く
て
、

手
の

先
か
ら
足
の
先
ま
で
、

全
身
に
い
っ
て
い

ま
す
。

ク
ス
リ
を
飲
ん
で
し
ば
ら
く
す
る
と
、

血
液
の
中
の
ク
ス
リ
の
濃
度
が
あ
が
っ
て

き
ま
す
。　

一
方
で
肝
臓
を
通
る
た
び
に
、

ク
ス
リ
は
少
し
ず
つ
解
毒
さ
れ
て
外
へ
出

て
い
き
ま
す
か
ら
、

最
高
濃
度
に
達
し
た

後
、

だ
ん
だ
ん
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

ク
ス
リ
に
は
有
効
濃
度
と
い
う
の
が
あ

っ
て
、

そ
れ
よ
り
下
が
る
と
ク
ス
リ
は
効

か
な
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
血
波
中
の
有

効
濃
度
を
保
つ
た
め
に
、　

一
日
三
回
と
か

六
時
間
お
き
と
か
に
、

ク
ス
リ
を
飲
む
わ

け
で
す
。

た
だ

一
日
に
三
回
と
い
っ
て
も
、

み
な

さ
ん
す
ぐ
忘
れ
る
の
で
、

食
前
、

食
後
と

か
、

食
間
と
い
う
よ
う
に
、

た
い
て
い
は

食
事
と
結
び
つ
け
て
飲
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

朝
昼
晩
、

食
事
は
と
り
ま
す
か

ら
、

ク
ス
リ
も
あ
ま
り
飲
み
忘
れ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
の
頃
は

一
日
に

一
回
で
い
い
と
か
、

二
日
に

一
回
で
い
い
と
か
い
う
ク
ス
リ
が
、

で
き
て
き
ま
し
た
。

年
を
と
っ
て
成
人
病

に
な
る
と
、

何
年
も
ず
っ
と
ク
ス
リ
を
飲

ま
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
と
き
に

一
日
に
三
回
と
い
う
の
は
た
い
へ
ん
で
す

か
ら
、

ク
ス
リ
が
か
ら
だ
の
外
に
出
さ
れ

て
い
く
の
を
遅
ら
せ
る
よ
う
に
、

作
っ
て

あ
る
の
で
す
。

ク
ス
リ
を
飲
み
忘
れ
た
と
き
は
、　

へ
ん

な
時
間
に
飲
ま
な
い
で
、

ス
パ
ッ
と
や
め

た
方
が
い
い
も
の
と
、

気
が
つ
い
た
と
き

に
、

す
ぐ
飲
ん
で
い
た
だ
い
た
方
が
い
い

も
の
と
あ
り
ま
す
。

抗
生
物
質
は
、

か
ら
だ
の
中
に
入
っ
て

き
た
殺
菌
を
や
っ
つ
け
る
わ
け
で
す
か
ら
、

細
菌
を
や
っ
つ
け
る
ま
で
、

血
液
中
の
濃

度
は
た
も
っ
て
い
た
方
が
い
い
の
で
す
か

だ
か
ら
飲
み
忘
れ
た
ら
、

気
が
つ
い
た
時

に
す
ぐ
飲
ん
で
、

血
波
中
の
ク
ス
リ
の
濃

度
を
あ
げ
て
や
り
ま
す
。

そ
れ
以
外
の
も
の
は
、　

一
回
ぐ
ら
い
忘

れ
て
も
大
文
夫
な
も
の
が
多
い
の
で
す
。

ク
ス
リ
の
種
類
に
よ
っ
て
ち
が
い
ま
す

か
ら
、

飲
み
忘
れ
た
と
き
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
と
、

お
医
者
さ
ん
や
業
剤

師
に
あ
ら
か
じ
め
聞
い
て
お
か
れ
る
と
い

い
で
し
ょ
う
。

ネ

食
前
と
か
食
後
と
か
の
指
示
は
、

飲
み

忘
れ
を
ふ
せ
ぐ
ほ
か
に
も
、

ち
ゃ
ん
と
し

た
理
由
が
あ
り
ま
す
。

ク
ス
リ
は
胃
を
通
っ
て
腸
か
ら
吸
収
さ

れ
ま
す
か
ら
、

そ
こ
に
食
べ
物
が
い
っ
ぱ

い
つ
ま
っ
て
い
た
ら
吸
収
が
悪
く
な
り
ま

す
。

で
す
か
ら
ク
ス
リ
を
早
く
効
か
せ
る

た
め
に
は
、

胃
が
空
っ
ぼ
の
と
き
、

食
問

が
い
い
ん
で
す
ね
。

食
間
と
い
う
の
は
、

だ
い
た
い
食
事
の

二
時
間
く
ら
い
前
と
か
後
と
か
で
す
。

そ

の
頃
に
は
、

胃
や
腸
の
中
の
内
容
物
は
、

お
よ
そ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

食
前
と
い
う
の
は
、

食
事
の
二
、

三
十

分
く
ら
い
前
で
す
。
こ
の
場
合
も
胃
や
腸

は
空
っ
ぼ
で
す
が
、

ク
ス
リ
を
食
前
に
飲

む
と
、

そ
の
後
す
ぐ
に
食
事
の
内
容
物
が

入
っ
て
い
っ
て
、

ク
ス
リ
の
胃
へ
の
負
担

を
や
わ
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
か
ら
食
後
と
い
う
の
は
、

食
事
を

し
て
か
ら
二
、

三
十
分
く
ら
い
後
の
こ
と

で
す
。

食
事
と
い
っ
し
ょ
だ
と
、

い
ろ
い

ろ
な
も
の
に
う
す
め
ら
れ
て
吸
収
が
悪
く

な
り
ま
す
か
ら
、

食
後
す
ぐ
で
は
な
い
、

と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
す
。

消
化
菜
の
類
、

胃
腸
薬
は
食
後
が
い
い

の
で
す
。
ま
た
ア
ス
ピ
リ
ン
の
よ
う
に
胃

の
粘
膜
に
害
を
あ
た
え
や
す
い
ク
ス
リ
も
、

胃
の
粘
膜
が
食
べ
物
で
ま
だ
保
護
さ
れ
て

い
る
と
き
は
、

飲
む
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。∞

団
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剛
療
報

国
民
１
人
は
２‐
万
３０００
円

病
気
や
け
が
の
治
療
に
か
か

っ
た
国
民
医
療
費
の
う
ち
、

原

則
七
十
歳
以
上
の
高
齢
者
を
対

象
に
し
た
老
人
保
催
制
度
の
負

担
が
、　

一
九
九
五
年
は
人
兆
三

百
億
円
と
初
め
て
人
兆
円
台
に

乗
る
こ
と
が
、

厚
生
省
が
二
十

九
日
発
表
し
た
国
民
医
療
費
推

計
で
わ
か
っ
た
。

同
制
度
が
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
人
三
年

度
に
比
べ
、

負
担
は
二
　
四
倍

で
こ
の
間
の
国
民
医
療
費
全
体

の
伸
び
の
一　
八
倍
を
大
き
く

上
回
っ
た
。

国
民
医
療
費
の
総
額
は
、

前

３０
（兆
円
）
２５

年

度

に
比

べ
四
　

〇
％
増

の
二

十

六
兆

七
千

百
億

円
。

伸

び
率

が
前
年
度

の
工

・
五
％
よ
り

低

い
の
は
、　

一
年
お
き

に
行

わ

れ

て
き

た
診
療

報
酬

の
引
き

上

げ

が
九

五
年
度

は
予
定

さ
れ

て

い

な

い
た

め
だ
。

国
民

一
人
当

た

り

に
換
算
す

る
と
、

前
年

度

よ

り

人
千

円
増

の
平
均

二
十

一
万

三
千

円

に
な

る
。

内

訳
を

み
る
と

、　
▽
六
十

五

歳

以
上

の
寝

た
き

り
状
態

の
人

と

七
十
歳

以
上

の
高
齢
者

が
医

者

に
か
か

っ
た
時

に
、

各

保
険

制
度

な
ど
が
ま

か
な
う

分

が

八

兆

三
百
億

円

で
全

体

の
三
〇

一
％

▽
サ

ラ
リ

ー

マ
ン
が
加

入

す

る
健
康
保
険

や
自

営
業
者

ら

が
入

る
国
民
健
康
保

険

な
ど

の

医
療
保
険

の
負

担
分

が
十

四
兆

二
千
億
円

で
工
三
　

二
％

▽
怠

者

の
自
己
負

担

が

三
兆

二
千
九

百
億

円

で

一
二
　

三

％

▽
生
活

保
護
世
帯

や
結

核
な

ど

の
医
療

費

の
公
費
負

担

分

が

一
兆

一
千

九

百
億

円

で
四
　

四
％
。

厚

生
省

は
、

国
民
医
療
費

の

伸

び
を

国
民
所
得

の
伸

び
立

の

範

囲
内

に
抑

え

る
こ
と
を

政
策

目
標

に
し

て

い
る
。

九

五
年
度

の
国
民
所
得
伸

び
率

の
政
府

見

通
し
は

四

・
四
％

の
た

め
、

同

省

は
医
療
費

の
伸

び

は
範

囲
内

と

し
て

い
る
が
、

円
高

や
景
気

低
迷

な
ど

の
影

響

で
国

民
所
得

の
伸

び
が
鈍

る
と

、

目
標

が

五

年

連
続
達
成

で
き

な

い
可
能
性

が
あ

る
。

国
民

医
療

費

の
対

国

民
所
得
費

は
過
去

最
高

の
七

・

〇
％
と
推
計

し

て

い
る
。

（
Ｈ
７

４

２０
朝

日
新

聞

）

一的口
‐‐口脚
印
‐，‐‐口口
‐‐
‐‐
‐‐
口
‐‐
‐‐
ｉ‐
ｉ‐
１‐
巾
‐１
‐―山
‐‐口口
‐‐
‐‐
‐‐
１‐
１‐

門
‐‐口
劇
帆
口脚ｐ口
‐‐口
‐‐口
‐‐口
‐‐
‐‐
‐‐
―十
日
‐１沖仰ロ
ロド
‐‐
‐‐
‐‐

1985年度 86878809909192939495

説

８
聞

高
齢
者
に

負
担
増
を

社

求
め
る
前
に

老
人
医
療
費

の
か
な
り

の
部

分
は
働
き

盛

り

の
現
役
世
代

が
税

金

や
保
険
料

で
負

担

し

て

い

る
。

高
齢

者
世

代

に
も
応

分

の
負
担

増
を
求

め

る

べ
き

で
は
な

い
か
。
，
こ
ん
な
提

言
を

、
厚

相

の

諮

問
機

関

で
あ

る
医
療
保
険
審

議
会

が
出

し
た
。

高

齢
化

で
、

老

人
医
療
費

や
介
護

の
費

用

は

こ
れ
か
ら
も

増
大

し

て
ゆ
く
。

経
済

は
低

成

長

が
続
き

、
所

得

の
大
き

な
伸

び

は
期
待

で
き

な

い
。

こ
れ
ま

で

の
よ
う

な
負

担

の
仕
組

み

で
は

現
役

世
代

が
負

担

し
き

れ
な
く
な

る
だ

ろ
う

。

一
方

、

公
的
年
金

の
充
実
も
あ

っ
て
、

高
齢

者

世
代

の
平
均

の
所
得
水
準

は
、

現
役

世
代

と

大
き

な
差

が
な

い
。

貯
金
な
ど

の
資
産

状
況

も
、

平
均

で

み
る
と

現
役
世
代
を

上
回

っ
て

い
る
。

提
言

は

こ
う

し
た
状

況
認
識
を

示
し

て
、

高

齢
社
会

の
三
く

な

る
負
担

を
世
代

間

で
公

平

に

分
か
ち

合
う

べ
き

で
は
な

い
か
と
、

問

題
提

起

を

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

高
齢
者

の
医
療

ほ
保
険
料

は
、

公
的
年
金
控

除

が
あ

っ
た
り

、
息

子

や
娘

世
代

の
健
康
保

険

の
被
扶
養
者

扱

い
に
な

っ
た
り

で
、

同
じ
所

得

で
も

現
役

世
代

よ
り

も
負
担

が
小
さ
く
な

っ
て

い
る
。

病

院
な
ど

の
窓

口
で
払
う

息
者
負

担

は
、

高

齢
者

の
場
合

、
外

来

は

一
カ
月

で
千
十

円
、

入

技

新
Ｌ

日

Ｈ
朝

′
ｒ
ヽ
ヽ

院

は

一
日
七
百

円

の
定

額
だ
。

こ
れ

に
対

し
、

現
役
世
代

は
、

制

度

に
よ

っ
て
医
療
費

の

一
割

か
ら

三
割

を
払

っ
て

い
る
。

四
人

に

一
人
が

六
十

五
歳

以
上
と

い
う

高
齢

社
会

が
間
近

に
な

っ
て

い
る
。

高
齢
者

だ
と

い

う

理
由

だ

け

で
、

若

い
世
代

よ
り
も
少
な

い
負

担

で
よ

い
と

い
う

わ
け

に
は

い
か
な

い
だ

ろ
う
。

一
般
論
と

し

て
は
、

冷
静

に
受

け
と

め

て
、

議

論

し

て
み
る

べ
き
だ

と

思
う
。

け
れ
ど

も
、

今

回

の
問

題
提
起

に
は
疑

問

な

点

が
あ

る
。

提

言

は
、

高
齢

化

と
低
成

長
経
済

で

「
医

療

保
険

は
赤

字
構
造

体
質

に
変
化

し
て

い
る
」

と

危

機
感
を
訴
え

て
、

保
険
料
負

担

の
あ
り
方

を

見
直
す

よ
う
求

め

て

い
る
。
し

か
し
、

世
代

間

の
負

担

の
公

平
を
求

め

る
こ
と
と
、

医
療

保
険

の
赤

字
構
造

は
別

問
題
だ

。
赤

字
を
防

ぐ
た

め

に
高
齢
者

に
負

担
増

を
求

め

る

の
は
筋
違

い
で

あ

る
。

ま
ず
医
療
費

の
む
だ
を

な
く
す

た
め
に
、

諸

外

国

に
比

べ
て
高
水

準
だ

と

の
批
判

が
あ

る
薬

剤
費
を
抑
え

る
。

そ
う

し
た
本

来

の
政
策
努

力

を

、
も

っ
と
真
剣

に
す

べ
き

で
あ

ろ
う

。

ま

た
、

老

人
病

院

の
中

に
は
、

お
む

つ
代

な

ど

の
名

目
で

一
カ
月
数

万

円
か
ら
十
数

万
円

の

保
険
外
負
担

を
徴
収

し

て

い
る
と

こ
ろ
が
あ

る
。

そ
れ
ら

の
負

担
も

合
わ

せ

る
と

、
高
齢
者

と
家

族

の
負
担

は
小

さ
く
な

い
。

保
険
外
負
担

を

な

く
す
努
力

も
、

進

め
な

け

れ
ば

な
ら
な

い
。

そ

の
う

え
、

公
平

の
観

点

か
ら
高
齢

者
世
代

と

現
役

世
代

の
負

担

が
ど
う
あ

る

べ
き
か
、

国

（次
頁
下
段
へ
）
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「退職者こだま会」厚生ニュース

全労済の魅力、ここが得
●テレビのコマーシャルでも知ら

れている全労済 (全国労働者共

済生活協同組合連合会)は 全国

47都道府県にネットワークをも

つ生協組織です。

●現在、組合員数1,200万人、契

約高200兆円にも及ぶ民間巨大

生損保会社 に匹敵す る規模で

す。厚生省管轄の 「消費者協同

組合法」によって助け合いの理

合に基づいて非営利に運営され

ています。

●民間の生命保険と損保保険の両

分野にまたがる共済事業を行っ

ています。創立以来約30年の実

績があ り経営基盤 も安定。

●団体加入を中心 とし、労組や退

職者会などが事務を引受けてい

ますので、民間より代理店、外

務員の事務経費などの経費分だ

け掛金が安 くなるのです。

●掛金等は民間に比べて、平均 2

割程度安 くなっています。

●民間ですと時価計算 (評価)し

ますので古い建物の場合は元ど

おりの建物は建てられないとい

う場合力∫多いのです。

「詔吊島
午

活

1特
集号参

司

「保障の生協」だから、ね。

火災共済は再取得価格で共済金が支払われる
●火災共済は掛金が安いだけでな

く大きなメリットがあります。

再取得価格保障で損害にあった

とき、住宅や家財と同じものを

新たに購入、または1夕復できる

標準的な価格 (再取得価格)で

保障してくれる点です。

（
前

頁

か

ら

つ
づ

く

）

民

に
広
く
議
論

を
求

め

る

の
は
必

要
な

こ
と
だ

。

地
方
公
聴
公
を
数

回

開
催

す

る

こ
と
な
ど
を
考

え

て
み
た

ら
ど
う

だ

ろ
う

。

そ

の
た

め

に
は
、

も

っ
と
情

報
を
公

開
す

べ

き

で
あ

る
。

役

所

が
本
音

や
デ

ー
タ
を
隠

し

て
、

世
論
を

聞

い
た
と

い
う

形
だ

け
を

つ
く

ろ
う

よ

う
な

こ
と
が
あ

っ
て
は
な

ら
な

い
。

厚
■
省

は
、

　

九
九

七
年

四
月

に
発
足

さ
せ

る
予
定

の
介

経
保
険

の
創

設

の
際

に
、

老

人
に

な
対

の
忠
者
負

担

も
引
き

上

げ
た

い
考
え

だ
。

介
誕
保
険

の
施

設

の
利

用
料

よ
り
病
院

の
は

告

負
担
が
安

い
と
、

高

齢
千

が
介
腔
供
陰

の
施
設

に
移

ら
な

い
心
配

が
あ

る
か

ら
だ
。

そ
う

し
た

負

担
増

の
構
想

を
き

ち

ん
と

示
す

べ
き
だ

。

高
齢

者

に
は
維

清

的

に
恵

ま
れ
な

い
人

も
た

く

さ
ん

い
る
。

現
役

世

代

よ
り
も
、

高
柿

者
世

代

の
中

の
所
得

や
資

た

の
格
差

は
大
き

い
。

仮

に
利

用
料

や
忠
者

負
担

で
負
担
増

に
踏

み

出
す
と

し

て
も
、

所
得

の
少

な

い
高
齢
者

に
は
、

軽
減
措

置

に
よ

る
き

め
細

か
な
配
慮

が
必

要
だ
。

保
険
料

の
負
担

増

に
は
税
制

や
扶

奏
問

題
が

か
ら
む
。

議

論

に
時

間
を

か
け
た

い
。
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